
＝名古屋大学における自然災害の予防等に関する対応指針の一部改正について＝

改正の趣旨

○気象庁が令和８年５月２９日から新たな防災気象情報の運用を開始したことに伴い、気象警

報発表時における授業、定期試験等（以下「授業等」という。）の取扱い、及び学生の居住地

又は通学経路において気象警報が発表された場合の対応について、一部改正する。

＊参考 「新しい防災気象情報について」

○その他、所要の改正を行う。

主な改正内容

１．授業等の取扱い

２．学生の対応

【変更前】

・授業等を実施する場所において、各種特別警報若しくは暴風警報が発表された場合

には、発表後に開始される授業等を休講とする。

【変更後】

・授業等を実施する場所において、レベル５特別警報、レベル４危険警報、特別警報、

暴風警報又は暴風雪警報が発表された場合には、発表後に開始される授業等を休

講とする。

【変更前】

・授業等が休講となった場合には、登校することを要しない。

・各種特別警報及び暴風警報が居住地又は通学経路内において発令されている場合

には、原則として登校しないこととする。

【変更後】

・授業等が休講となった場合には、登校しないこととする。

・居住地又は通学経路内において、レベル５特別警報、レベル４危険警報、特別警報、

暴風警報又は暴風雪警報が発表されている場合には、身の安全を確保する観点か

ら、原則として登校しないこととする。
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＜参考＞



３．対応表

【変更前】

＜警報発表後における授業等の扱い＞
洪水等に関する情報

土砂災害 高潮指定河川
洪水予報

洪水害 浸水害

警戒レベル
５相当 氾濫発生情報

大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害）

高潮氾濫
発生情報 休講

警戒レベル
４相当 氾濫危険情報 － －

土砂災害
警戒情報

高潮特別警報
高潮警報

警戒レベル
３相当 氾濫警報情報 洪水警報 －

大雨警報
（土砂災害）

警報に切り替える
可能性が高い
高潮注意報

警戒レベル
２

氾濫注意情報 洪水注意報 大雨注意報 高潮注意報

警戒レベル
１

早期注意情報

特別警報 暴風、波浪、大雪、暴風雪
休講

警報
暴風
波浪、大雪、暴風雪

注意報
強風、波浪、大雪、風雪、濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、
着雪、霜、低温、融雪

【変更後】

＜警報発表後における授業等の扱い＞
河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

休講
警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル
１

早期注意情報

特別警報 暴風、波浪、大雪、暴風雪
休講

警報
暴風、暴風雪
波浪、大雪

注意報
強風、波浪、大雪、風雪、濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、
着雪、霜、低温、融雪

（参考）

＜警報解除後における授業等の扱い＞
警報解除時刻 授業等の扱い

午前 6時 45分まで 1限から開講
午前 6時 45分を過ぎて午前 11時まで 3限から開講（2限は休講）

午前 11時を過ぎる 終日休講



○「新しい防災気象情報」について（令和８年５月２９日～気象庁運用開始）

・河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮の４種類の災害について、５段階の警戒レベル

に応じた情報に統一

・「危険警報」が新設

→ レベル５特別警報 レベル４危険警報 レベル３警報 レベル２注意報

＊河川氾濫： 河川ごとに発表される

＊大雨、土砂災害、高潮： 市町村ごとに発表される

※暴風、波浪、大雪、暴風雪については今までと変更なし

→ 特別警報 警報 注意報 の３段階

R8.5.29～
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